
（全産業） （全産業以外）

1,446

1,328
1,309

1,337

1,233

1,329 1,322

1,399

1,293
1,287

1,408
1,434

1,487
1,531

1,602

1,753

1,708

1,792

1,564

1,488

310

288

255

221
212

226

200
223 189

187

208 181

190

188

193

210

205
211

271

213

195
202

191

179

202

227

172
155

165
177
161

140

170
185

162 157

211

214
201204

184

220

182
173

188

196

216
200

237

243 242

294

242 244

242 236
226

241

220
234

248

277
289

271
283 284 278

301

277

330

279

378

70

54

83

104
94

107 113
121

129 135
143

178

161

209

253
262

313

313

181

165

134

106

220

191

326

339

258
251

0

250

500

0

500

1,000

1,500

１９年 ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年

業種別の死傷者数の推移
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製造業

建設業

陸上貨物

運送事業

商業

上記以外

業種別の死亡者数の推移

労 働 災 害 の 現 状

全産業

製造業

建設業

商業

陸上貨物運送事業

（全産業） （全産業以外）

令和２年から令和７年の値は、新型コロナウイルス感染症に係る災害を除いたもの。

点線の値は、令和６年及び７年の１２月末日現在の速報値。

保健衛生業

さいたま労働基準監督署

（令和７年の値は、同年１２月末日現在の速報値）



（業種別の割合） （事故の型別の割合）

（起因物別の割合）

（年齢別の状況） （経験期間別の状況）

転倒

356
23.9%
動作の反動、

無理な動作
350

23.5%

墜落、転落

179
12.0%

はさまれ、

巻き込まれ
122
8.2%

交通事故

（道路）

90
6.0%

激突

73
4.9%

飛来、落下

68
4.6%

切れ、こすれ

65
4.4%

右記以外

185
12.4%

令和７年 死傷災害発生状況（新型コロナウイルス感染症に係るものを除いた１，４８８件を集計）

商業

339
22.8%

保健

衛生業
251

16.9%
運輸

交通業
215

14.4%製造業

165
11.1%

清掃・

と畜業
115
7.7%

接客

娯楽業
111
7.5%

建設業

106
7.1% 右記以外

186
12.5%

36

181

180

226

445

273

147

20歳未満

20歳以上30歳未満

30歳以上40歳未満

40歳以上50歳未満

50歳以上60歳未満

60歳以上70歳未満

70歳以上

25

204

107

456

290

249

157

1月未満

1月以上6月未満

6月以上1年未満

1年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

「道路貨物運送業」と

「陸上貨物取扱業」を

合計した陸上貨物

運送事業は１９１件

仮設物、

建築物、

構築物等

328
22.0%
その他の

装置等

255
17.1%

物上げ

装置、

運搬機械

182
12.2%

物質、材料

68
4.6%

動力機械

67
4.5%

荷

66
4.4%

右記以外

522
35.1%

傷病性質の
３０．９％が「負傷による腰痛」、
２８．０％が捻挫等を含む「関節の障害」

「物上げ装置、運搬機械」の
４４．０％が「トラック」、
４２．９％が
「乗用車、バス、バイク」
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７年６年５年４年３年２年元年３０年２９年２８年２７年２６年２５年２４年２３年２２年２１年２０年１９年

主要な事故の型別の死傷者数の推移

墜落、転落

はさまれ、巻き込まれ

転倒動作の反動、無理な動作

「その他の装置等」の３４．１％が
台車、ロールボックスパレット、
自転車等の「人力運搬機」

「仮設物、建築物、構築物等」の
６８．３％が「床面、通路」、
１５．５％が「階段、桟橋」

起因物の
５２．０％が
「床面、通路」

点線の値は、令和６年及び７年の１２月末日現在の速報値。


